
部 題 頁数 初    出 年 月 日
よそ者の目 19 文藝春秋 1972 2

同文同種こそ誤解のもと 17 諸君 1970 12

中国人と日本人はここが違う 16 週刊現代・増刊 1971 8 9

巨木、二千年の根 5 サンケイ新聞　夕刊 1968 1 20

一九二二年という年 8 世界史-学習研究社版-　月報 1971 4

古寺雑感 4 朝日新聞　夕刊 1967 11 8

地震より火事 5 中国文明選　朝日新聞社版　月報 1972 5

ニクソン訪中偶感 5 サンケイ新聞　夕刊 1972 2 26

日本の奥方たち 4 朝日新聞　夕刊 1968 6 17

奇士たち 7 中国古典文学大系　平凡社版　　月報 1971 8

孫文と神戸 4 神戸新聞 1966 3 12

横浜中華街 12 太陽 1964 9

友をもとむ 3 サンケイ新聞　夕刊 1968 6 20

登高 4 文藝春秋 1971 6

売文について 4 文藝春秋 1968 4

神戸の正月風景 2 毎日新聞　夕刊 1963 1 10

補冬 4 読売新聞 1966 1 ６、８、１１

タケノコをおもう 3 神戸新聞 1962 4 1

夏祭雑感 3 生田神社社報　むすび 1968 8 3

歴史舞台 4 歴史読本 1970 10

混血的思考 5 読売新聞　夕刊 1970 2 3

　　　　　　　　　『よそ者の目』収録内容一覧(１)           ■頁数は文庫版による
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陳舜臣さんの著作の内、最初期のエッセイ、論考など、小説以外の作品を単行本発行順に並べてみました。

1965年9月 『神戸というまち』書き下ろし

1971年6月 『実録アヘン戦争』書き下ろし

1971年8月 『日本人と中国人』“初めての長編エッセイ”、書き下ろし

1972年4月 『日本的中国的』エッセイ13編、初出は新聞・雑誌ほか

1972年7月 『よそ者の目』(講談社)エッセイ54編、初出は新聞・雑誌ほか

1972年10月 『日本語と中国語』弟・謙臣氏との共著

『よそ者の目』は、江戸川乱歩賞受賞後、一気に増えた執筆依頼の隙間を縫って、新

聞や雑誌に書いた短編、小品を集めたエッセイ集です。

なお、右の画像は講談社文庫版(1983)の表紙です。 (編集委員 橘雄三)

「巨木、二千年の根」の「巨木」は中国のこと。

「古寺雑感」は、奈良の古寺から記述が始まるが、

中国の「三武一宗の法難」が主題。「日本の奥方」
さ んぶいっそう

では、母親の愛情が子どもにそそぎ尽されて、ダン

ナのほうにまわってこないという現象から、日本に

おける、儒教最高の徳である「仁」の軽視を語る。

「神戸の正月風景」は、神戸の正月風景に見える神

戸在留中国人のお国ぶり。「夏祭雑感」は、生田神

社の夏祭を導入に、故郷(台湾新荘)の、年中、夏祭

のような風物を描く。

第一部■日中双方に言及しながら主に中国を描写



部 題 頁数 初    出 年 月 日
小説『阿片戦争』余話 9 中国 1968 5

小説と資料の山 3 毎日新聞　夕刊 1967 2 27

四大奇書・歴史・小説 13 ブッククラブ情報 1971 4

背景世界 4 朝日新聞PR版 1969 8 10

詩の秋 4 サンケイ新聞　夕刊 1969 10 16

推理のたのしみ 3 東京新聞　夕刊 1964 8 29

小説における歴史と推理 4 読売新聞　夕刊 1967 12 26

自家製"春秋の筆法"で 3 東京新聞 1967 11 16

詩と歌 5 毎日新聞　夕刊 1967 12 13

怪談 3 毎日新聞　夕刊 1964 8 31

推理小説私観 7 現代推理小説体系第三巻　講談社版 1972 5

やや逆境 4 サンケイ新聞 1971 3 12
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昭和元禄(高度経済成長期の天下太平、奢侈安逸
し ゃ し

の時代をさした語)の時代、イザヤ・ベンダサン著

『日本人とユダヤ人』(1970)を嚆矢とし、多くの
こ う し

「日本とはなにか？」「日本人とは？」といった文

明論が発せられた。この時期、陳舜臣さんにもこの

種の執筆依頼が少なからずありました。『よそ者の

目』の巻頭に置かれ、単行本の題名にもなった「よ

そ者の目」は文藝春秋社の依頼による執筆です。

下記文中、下線は編集委員の加筆。

外からの目。

ベンダサンの成功に乗じて、あるいはその余勢を

かって、これがもとめられた。私のように、外国人

で日本語の小説をかいている人間などは、とくに

『好餌』にされた。
こ う じ

気が弱く、義理にからめて、その種のエッセイの

注文をすくなからず引き受けた。しまいには、『日

本人と中国人』という本まで書くことになった。

日本はよそ者、異分子、夾雑物を、雑草抜きのよ

うに取り除いた土壌で、独自の花を咲かせてきたの

である。それでいて、咲いた花が外からどう見える

だろうかということには、かなり神経をつかうので

ある。

あんまりきれいでないよ。

と言おうものなら、

よそ者は黙れ！

ということになる。

よそ者として、私はなんどもこの同じ回路のどこ

かに、さびしく立たされた。

これが陳舜臣さんの立ち位置なのです。

■「よそ者の目」にみえる陳舜臣さんの立ち位置

いくつか内容を紹介します。

「小説『阿片戦争』余話」：大佛次郎著『阿片戦

争』第一部の「あとがき」からの引用で始まります。

あと、中国史に登場する人物の生年を調べるのに苦

労するといった話が続きます。

「小説と資料の山」：文化大革命のきっかけの一

つ、『海瑞罷官』に言及されているのが興味深い。
か いずいひかん

「四大奇書・歴史・小説」：まず、『三国演義』

『水滸伝』『西遊記』『金瓶梅』と歴史のかかわり

を述べ、続けて、“歴史と小説”に言及。

「背景世界」：『青玉獅子香炉』をとりあげ、小

説とモデルの関係を考察。

「自家製“春秋の筆法”で」 ：“春秋の筆法”と

は、孔子が「春秋」を編纂したときの記述姿勢。陳

舜臣さんは、このことと、経学者の古典解釈の仕方

に言及し、推理作家はいつも自家製の春秋の筆法を

もってペンをとるときのよりどころにしようとする

と述べる。 (1964.8.31 毎日新聞夕刊)

第二部■陳さんの作品執筆にまつわるあれこれ

『よそ者の目』収録内容一覧(2)



部 題 頁数 初    出 年 月 日
狂への放火 7 諸君 1971 3

西欧ヒューマニズムの正体 4 朝日新聞　夕刊 1968 2 28

人間世界という港町 10 海 1971 6

大衆不信 2 毎日新聞　夕刊 1962 5 9

渦のむこう 3 福島新聞 1970 3 22

二つの山 3 毎日新聞　夕刊 1968 8 19

神戸異人館 8 婦人画報 1972 2

琵琶湖戦国紀行 8 太陽 1972 2

オーローボッツェー 4 中央公論 1971 11

我流鑑賞法 3 センターNo.116 1964 9

もののわかれ 3 センターNo.133 1966 2

新・人間万歳 4 センターNo.144 1967 1

この世はうごく 3 センターNo.129 1965 10

井戸端会議の変貌 3 サンケイ新聞　夕刊 1970 10 22

幻のたばこ道 4 センターNo.138 1966 7

一日３０分精読法 3 不明 1968

旅にしあれば 4 酒 1970 6

ペルシャ詩人の魅惑 5 小説エース 1969 6

むかしのメモ 4 酒 1966 6

読書遍歴 4 週刊読書人 1969 8 18

ヘソと道 4 朝日新聞PR版 1969 8 3
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『よそ者の目』収録内容一覧(３)

いくつか内容を紹介します。

「狂への放火」：三島由紀夫と王国維の自死に言及。
お うこくい

「人間世界という港町」：みなと町神戸の特徴・性

格。神戸新聞社会部長として来神した江見水蔭、コ

ロタイプ製版の草分け光村利藻、若き日の稲垣足穂

などを通して描く。

「二つの山」：高野山と六甲山。陳舜臣さんは、

「海よりも山が好き」。

「琵琶湖戦国紀行」：秀吉が中心。織田信長、浅井・

朝倉、柴田勝家、石田三成、於市の方ほか。

「オーローボッツェー」：「オーローボッツェー」

は、陳舜臣さんを叱るときの父の一喝、台湾語。漢

字を当てると烏魯木斉(ウルムチ)。戦後、陳さんが

台湾へ帰省し、中学で英語を教えていたころの生徒

の外祖父・楊増新にも言及。楊増新という名は、陳

作品に頻出。ほか、「西域」憧憬癖のことなど。

「もののわかれ」：騎馬民族の筒袖、ズボンが世界

の服装の主流となった。分かれ道のどちらに進むか、

それが歴史さえ変えるという話。

「新・人間万歳」：不老長寿の仙人になるよりも、

人間界で楽しく生きよう。

「幻のたばこ道」：華道、茶道、では、たばこ道

(どう)は？

「むかしのメモ」：戦後、台湾帰省中の思い出。

「ヘソと道」：「ヘソ」談義、華道、茶道の「道」

談義。 (1968.8.19 毎日新聞夕刊)

第三部■第三部を括るテーマはないようです
くく



黄
遵
憲
は
陳
舜
臣
さ

こ
う
じ
ゅ
ん
け
ん

ん
思
い
入
れ
の
人
物
で

す
。
『
巷
談

中
国
近

代
英
傑
列
伝
』
で
も
取

り
上
げ
て
い
ま
す
。
ま

た

、

『

青

山

一

髪
(

『
孫
文
』
と
改
題)
』

で
も
出
て
き
ま
す
。

黄
遵
憲
■
一
八
四
八

年
、
広
東
省
嘉
応
州
の

客
家
と
よ
ば
れ
る
漢
民

族
の
一
派
に
属
す
る
家

に
生
ま
れ
る
。
二
十
九

歳
で
挙
人
と
な
り
、
間

も
な
く
駐
日
外
交
官
に
任
命
さ
れ
て
外
国
生
活
に
入
る
。

以
後
、
四
十
七
歳
ま
で
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

ス
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
地
を
歴
任
し
て
歩
き
、
世

界
情
勢
に
ふ
れ
る
。
戊
戌
政
変
の
の
ち
故
郷
に
隠
退
。

一
九
〇
五
年
、
郷
里
に
て
没
。
五
十
八
歳
。
画
像
は
、

広
東
省
梅
州
市
に
あ
る
黄
遵
憲
故
居(

人
境
廬)

、
編
集

じ
ん
き
ょ
う
ろ

委
員
撮
影
。

陳
舜
臣
さ
ん
が
「
詩
の
秋
」
に
引
用
し
た
黄
遵
憲
の

「
八
月
十
五
夜
太
平
洋
舟
中
望
月
作
歌
」
は
五
十
六
行

(

句)

に
及
ぶ
長
い
詩
で
す
。
島
田
久
美
子
注
『
中
國
詩

人
選
集
二
集
15

黄
遵
憲
』(

1
9
6
3

岩
波
書
店)

か
ら
、

陳
さ
ん
が
引
用
し
た
句
の
み
転
載
し
ま
す
。

一
輪
懸
空
一
輪
轉(

第
23
句)

幾
家
兒
女
怨
別
離(

第
31
句)

幾
處
樓
臺
作
歌
舞(

第
32
句)

月
不
同
時
地
各
別(

第
43
句)

彼
乍
東
升
此
西
没(

第
45
句)

「
同
文
同
種
こ
そ
誤
解
の
も
と
」
よ
り
抜
粋
引
用
し
ま

す
。
傍
線
は
編
集
委
員
の
加
筆
。

中
国
人
が
商
売
上
手
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
俗
説
も

い
い
と
こ
ろ
だ
と
い
う
こ
と
を
、
ぜ
ひ
知
っ
て
も
ら
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。

外
国
人
が
接
触
す
る
、
ご
く
限
ら
れ
た
一
部
の
人
間

に
よ
っ
て
、
そ
の
国
の
国
民
ぜ
ん
た
い
を
規
定
な
ど
さ

れ
て
は
た
ま
ら
な
い
。
中
国
で
は
商
業
が
む
か
し
か
ら

軽
ん
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
ご
く
最
近
ま
で
一
流
の
人

間
は
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
は
い
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
ほ
ど

だ
。
け
っ
し
て
商
売
天
才
の
民
族
で
は
な
い
。
中
国
で

は
つ
い
に
三
井
も
三
菱
も
つ
く
り
出
せ
な
か
っ
た
。
む

し
ろ
商
売
下
手
の
民
族
と
規
定
し
た
ほ
う
が
、
現
実
に

近
い
か
も
し
れ
な
い
。

陳
舜
臣
さ
ん
は
右
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
る
が
、
古
く

は
商
人
と
い
う
言
葉
の
由
来
、
長
く
世
界
で
活
躍
し
て

き
た
華
僑
、
最
近
の
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｈ
な
ど
、
と
て
も
、
商
売

下
手
の
民
族
と
は
思
え
な
い
。

Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｈ
■
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｈ(

Ba
i
du

百
度
・Al

i
b
a
ba

阿

里
巴
巴
・T

e
n
c
e
n
t

騰
訊
・H

U
A
W
E
I

華
為)

は
米
国
の

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ(

Go
o
gl
e

・Am
a
zo
n

・Fa
c
eb
o
o
k

・Ap
p
le
)

に

迫
る
と
言
わ
れ
る
。

次
は
、
「
オ
ー
ロ
ー
ボ
ッ
ツ
ェ
ー
」

に
記
述
の
あ
る
楊
増
新(1

8
6
4

～

よ
う
ぞ
う
し
ん

1
9
28
)

と
い
う
人
物
に
つ
い
て
補

足
し
ま
す
。

ま
ず
、
『
敦
煌
の
旅
』
「
阿

修
羅
」
の
章
、
第
一
節
で
す
。

一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
の
頃
で
す
。

そ
の
こ
ろ
、
新
疆
の
省
長
と
督
軍
を
兼
ね
、
民
政
と

軍
政
を
掌
握
し
て
い
た
の
は
、
楊
増
新
と
い
う
人
物
で

し
た
。
こ
れ
は
も
う
古
め
か
し
い
も
い
い
と
こ
ろ
で
、

典
型
的
な
旧
派
の
政
客
で
し
た
が
、
実
力
を
も
っ
た
独

裁
者
だ
っ
た
の
で
す
。
彼
は
清
末
以
来
、
新
疆
に
君
臨

す
る
こ
と
十
七
年
に
及
び
ま
し
た
。
独
裁
者
と
い
っ
て

も
、
武
力
を
背
景
に
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
種

奇
妙
な
哲
人
政
治
を
お
こ
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

の
ち
に
ク
ー
デ
タ
ー
が
お
こ
り
、
彼
は
暗
殺
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

も
う
一
つ
、
陳
舜
臣
さ
ん
が
戦
後
、
台
湾
へ
帰
省
し
、

新
し
く
で
き
た
中
学
校
で
英
語
の
教
師
を
し
て
い
た
頃

の
話
で
す
。
教
え
子
に
郭
懐
福
と
い
う
生
徒
が
い
ま
し

た
。
『
道
半
ば
』
「
学
校
事
始
」
の
章
、
第
三
節
か
ら

引
用
し
ま
す
。

や
が
て
郭
懷
福
君
の
母
親
の
身
も
と
が
わ
か
り
、
私

は
お
ど
ろ
い
て
し
ま
っ
た
。
新
疆
省
主
席
で
暗
殺
さ
れ

た
楊
増
新
の
娘
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
、
楊
増
新
に
つ
い
て
の
記
述
が
続
き
ま
す
。

ほ
か
、
『
ウ
ル
ム
チ
に
消
え
た
火
』
は
、
楊
増
新
を

中
心
に
据
え
て
描
い
た
短
編
で
す
。
ま
た
、
『
笑
天
の
昇

天
』
に
も
記
述
が
あ
り
ま
す
。
陳
さ
ん
に
と
っ
て
気
に

な
る
人
物
の
よ
う
で
す
。
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『よそ者の目』 いくつかの補足

補
足
(1)

■
「
詩
の
秋
」
に
登
場
す
る
黄
遵
憲

補
足
(2)
■
中
国
人
は
商
売
下
手
か
？

補
足
(3)
■
哲
人
政
治
家
、楊
増
新


